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九八

Giovanni D
o
n
a
t
o

 
T
u
r
b
c
l
o

亦

〗

千
六
百
十
六
年
ょ
ぅ
同
ニ
十
九
年
に

一

旦
ぅ
て
同
市
の

E

fi
K

p
 

す
る

DIscorsi
、e R

e
m

を
續
列
し
通
货
の
改
惡
に
對
し
て
抗
»
を
行

ひ
、
爲
替
相
場
の
法

®

に 

反
對
し
、貴

.金
缺
乏
の

-
原
因
に

.就
き
て
.硏
究
す
る
所
あ

>

し
ど
雖

.も
、g

R
o
a
l
i
a
n
i

の

所

言

.の
如 

く

彼
は
造
幣
局
長
ど
し
て
貨
幣
問
題
を
取
扱
へ
る
に
過
ぎ
す
し
て
嚴
然
た
る
哲
理
の
上
に
立 

て
る
立
法
漭

0

態
度
を
以
て
之
に
近
け
る
に
非
ず
、從
り
て
輕
_
學
史
上
ょ
々
觀
て
さ
ま
で
重 

•要
の
地
位
を
占
む
る
も
の
に

?>
ら
ざ
る
可
し
。即
ち
吾
人
が

b
a
v
a
n
z
a

d*.

の
講
演

〗

卷
を
以
て
當

• 

時
伊
太
利
に
於
け
る
黛
幣
論
中
の

'&
眉
€
爲
し
瑣
か
.；

*

0
の
勞
を

m

&
ん

^j

す
る
所
以
な

^

:
 

(

未
完

)

利

益

分

配

拌

に

勞

資

協

同

制
 

度

に

關

す

る

調

查

' 

堀

江

''
-
歸

..
1

焚
阈
间
務
院
は
于
八
茛
九
十
四
年
利
益
分
酏
制
度
1-
關
サ
る
調
逾
.か 

試
み
、
典
報
齿
魯
か
公
じ
し
れ
る
が
\
近
年
同
調
澈
の
後
を
承
け
て 

苒
ぴ
內
外
賭
國
の
贤
例
か
览
集
し
、
典
英
國
に
關
す
ゐ
部
分
は
千
九 

12.

十
ニ
咩
か
以
て
、
歐
洲
大
跷
蹄
國
>
合
衆
國
弁
1-
趙
民
地
1-
關
兮 

5
部
分
は
中
九
页
十
閥
年
を
以
て
、世
上
に
發
表
し
?:
り
.
0

weport 

on Pro&: Sharing a
nd Labor Co-partkersHp 

.
0
 ̂United 

Kingdom: 

cd, 

6
496*weport on pr.oRt Sharing 

p
ppuLabor 

c
?
p
a
r
t
n
e
r
s
K
p

 A
b
r

o'ad, cd... 7
2
8
3
,

即
ち
基
れ
^
り
。
本
.文
It
. 

邦
典
國
私
人
井Li

會
社
雜
業
に
於
け
る
利
益
分
挪
制
度
に
關
す
る
部 

分
か
拔
抄
し
?;
る
-|
^
止
ま
る
、
E
に
他
日
か
期
し
て
、
鹿
業
組
合
に 

,'
•於
け
る
利
益
分
配
、
.欧
洲
大
賭
賭
國
米
國
邦
に
.興
領
航
民
地
の
‘制
度

じ
就
て
顧
介
す
^

こ
と
.
力
る
可
し
。

I

緖

論

千

八

莨

九

十

六

年

國

際

産

業

組

合

會

_

"

巴

里

に

開
 

一
催
皆
ら
る
、
や
，，r

利
益
分
配」

な
る
用
語
の
意
義
を
確 

E

す
る
爲
め
忙
、
特
別
委
員
畲
組
織
せ
ら
れ
、
同
委
員 

食

は

翌

年「

デ
ル
フ
トJ

に
關
催
せ
ら
れ
れ
る
國
際
會 

議
^

報
吿
を
提
出
し
作
6 

0
.即
ち
婆
員
會
は『

利
益
分 

配
し
.
の
意
義
比
就
.て
千
八
百
八
十
九
年
巴
里
に
於
け
る 

國
際
利
益
分
配
制
度
會
議
垆
滿
場
一
致
の
下
に
成
±

せ 

し

め

れ

るr

本
會
議
は
被
傭
者
を
し
て
豫
め
決
定
し
れ 

る
割
合
を
以
て
利
益
の
ー
部
に
豸
»

せ
し
む
る
«
罾
の 

\

契
約
の
公
芷
に
し
て
、
又
總
て
の
立
法
を
支
配
す
る
原 

則V
J
1

致
す
る
こ
ぢ
を
.認
む」

.
<£
云
へ
る
決
議
に
同
意 

し
，
页
比
发
©
說
明
を
加
べ
れ
办
？ 

. 

.以
上
の
定
義
に
於
け
る
契
約
^
る
用
語
は
法
律
の
形 

式
を
備
ベ
ね
る
.契
約
に
相
當
す
る
も
：の
な
れ
ど
も
做 

ほ
同
時
..に
道
德
'上
0
義
務
を
有
す
る
契
約
も
事
實
忙 

飨
九
號：：

，

.：
九
九
'-
.
:
:
:
'
:

绡
八
#

へ
ニ
九
三)

雜
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益
分
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敛
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條
同I

1
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す
る
調
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八
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九
四
、く

錄
利
益
分
刚
扑
じ
赞
资
協
同
制
度
じ
關
す
る
調
銜

谘
九
號

! 

0
0

於
て
完
全
に
履
行
せ
ら
る
\
に
於
て
は
"
之
を
如
上 

用
語
の
契
約
^
同

1

視
す
可
き
も
の
^
す
o 

「

利
益
に
衡
す
る
參
加」

(
A

 

share 

in 

profits)

ビ
稱 

す
る
は
"
被
傭
教
が
赁
龈
の
外
に
利
益
の
內
ょ
ぅ
給
，
 

與
せ
ら
る
、
金
額
に
し
て
、
此
金
额
は
利
益
の
炙
练 

に
依
て
左
右
せ
ら
-る

>
も
の
^
す
o
若
し
もj

事
業 

に
於
て
蕤
宠
某
金
の
訃
皲
ぁ
ぅ
て
"
俯
翁
の
醵
金
ニ 

磅
に
對
し
て
、
被
傭
珩
は】

磅
の
酸
金
^
爲
す
の
約 

定
ぁ
る
も
、
此
ft
畫
.に
要
す
る
K
^
が
利
益
の
み
ょ 

り
支
拂
は
る
、
に
非
ざ
れ
ば
、
之
を
以
て「
利
益
分 

配
し
ビ
す
る
能
は
ず
。
戴
し
如
上
約
定
の
下
に
支
挪 

は
る
、
金
額
は】

年
の
利
益
の
炙
媒
に
依
る
所
な
け 

れ
ば
な
b
o

利
益
分
配
制
度
の
下
に
於
て
"
被
傭
漭
に
頒
與
せ
ら 

る
可
き
利
益
に
就
て
は
、
委
員
會
は
或
る
事
業
の
得 

た
る
利
得
の
純
殘
餘
額
を
以
て
、
之
に
充
つ
•る
を
至 

常
^
す
°
隨
て
彼
の
出
來
高
に
對
す
る
賞
與
金
、
生 

淹
上
に
行
は
れ
た
る
費
用
節
約
に
對
す
る
.
m
0
f

J:
if
e
に
_
對

す

る
_ゴ
ム
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

-̂
め
、
利
益
の 

割
合
如
何
に
拘
は
ら
す
、
'仕
事
の
高
又
は
品
質
を
檫 

準
^
し
て
與
へ
ら
る
、
赏
與
の
類
は
利
益
分
配
法
の
？
 

利
益
に
該
當
せ
ざ
る
な

利
益
分
配
制
度
の
下
に
.，
被
傭
漭
の
得
る
金
額
は
其 

被
傭
者
れ
る
の
故
を
以
て
1
換
言
す
れ
ば
其
爲
し
れ 

る
仕
亊
R
對
し
て
得
る
も
の
な
&
ざ
る
可
か
ら
す
o 

隨
て
被
傭
漭
が
典
事
業
に
於
け
る
株
式
持
分
を
所
宿 

し
、
典
所
有
す
る
こV

J

に
依
て
、
#
る
利
益
の
如
き 

は
、
利
益
分
配
法
の
利
益
に
非
ざ
る
な
-
^

以
上
の
說
明
中
、
注
意
を
要
す
る
は
最
後
の1

節
な 

被
傭
遨
が
會
t{
:
の
株
式
を
所
有
し
、
株
主
た
る
の 

故
を
以
て
、
得
た
る
利
益
が
利
益
分
配
法
の
利
益
に
常 

&
ざ
るt

r

委
員
會
の
所
說
.の
如
し
^
雖
も
、
若
し
も 

會
社
が
無
償
又
は
市
價
に
此
較
し
て
.。
低
惯
を
以
て
、
 

或
は
特
に
有
利
な
る
條
件
を
以
て
、
被
傭
潘
の
爲
め
に 

株
式
を
，發
ft
*
し
、
而
し
て
.被
#
港
が
之
を
所
有
す
る
'こ
. 

S
に
.依
て
1
利
益
配
當
を
得
る
場
合
に
は
、
之
を
利
益

i

•C
D
分
配
ビ
認
む
可
く
、
又
會
》
が
被
傭
者
ょ
&
資
金
を 

借
，入
れ
"
之
に
對
し
て
利
益
の
多
寡
^
相
伴
ぅ
て
高
低 

す
る
利
子
を
支
挪
ふ
約
定
を
結
び
れ
る
ど
き
は
"
是
れ 

亦

I

秫
の
利
益
分
配
ど
す
可
き
な
h

o
'/
•

M
に
上
記
委
員
食
は
利
益
.分
配
の
喪
件
に
就
て
、
下 

の
如
き
解
釋
を
試
み
^
^
N
C 

「

刹
益
に
於
け
る
#
加」

に
■
て
は
！f

に
說
明
し
た
る 

が
"
次
に1

考
を
要
す
る
は
"
千
八
百
八
十
九
年
利 

益
分
配
制
度
會f

l

の
決
議
に
於
'け

る「

輿
加
の
割
合 

を
豫
め
決
足
す
可
しJ //J

云
べ
る1

箇
條
な
6

0
此 

點
に
就
て
は
"
被
傭
溝
は
必
ず
し
も
參
加
の
高
の
決 

定
せ
&
る
、
基
礎
の
細
目
を
知
悉
す
る
を
要
せ
す
’ 

列
へ
ば
傭
者
は
或
る
限
度
を
留
保
し
、
此
限
度
以
上 

に
利
益
の
達
し
た
る
場
合
に
バ
其
超
過
高
の
半
額
を 

被
傭
者
に
頒
與
す
る
こ
^
を
約
定
し
"
而
し
て
其
限 

度
は
之
を
訐
箅
方
に
の
み
®
牒
し
計
算
方
を
し
て
被 

俯
者
亿
樹
す
可
き
利
益
の
高
を
決
足
せ
し
セ
る
も
之 

を
利
益
分
配
法
^
稱
す
る
を
得
べ
し
o
然
れ
ど
も
被

傭
恶
に
對
す
る
參
诹
全
然
不
定
に
し
て
、
例
へ
ば
傭 

者
が
年
度
の
終
に
於
て
"
利
益
.の
十
分
の
1
を
與
ふ 

る
.か
、
五
分
の
一
を
與
ふ
る
か
自
己
の
®
斷
を
以
て 

之
を
定
め
、
豫
め
據
る
可
き
$
礎
の
定
め
ら
れ
ざ
る 

場
合
に
は
、
之
を
利
益
分
配
法
€
認
む
る
を
得
ず
0 

次
に
起
‘る
問
題
は
傭
*

0
被
俯
溝
全
體
に
頒
與
す
る 

金
額
が
豫
定
の
基
礎
に
據
て
、
決
定
せ
ら
れ
た
^

 ̂

し
て
、
如
何
に
し
て
各
被
傭
潜
間
に
之
を
分
配
す
可 

き
か
の〗

事
是
れ
な
h

o
或
は
«
潘
が
一
筒
の
«
斷 

に
據
自
己
の
認
め
て
被
傭
潜
の
功
勞
ど
す
る
も 

の
を
德
準
ど
し
て
、
頒
與
す
る
を
以
て
"
利
益
分
配 

S
せ
ざ
る
の
說
ゎ
雖
も
、
委
員
會
は
斯
る
分
配 

法
に
於
て
も
"
尙
ほ
豫
定
せ
ら
れ
た
る
利
益
の
全
額 

が
盡
く
被
傭
者
に
頒
與
せ
ら
れ
1
或
る
明
碰
な
る
條 

_件
に
牴
觸
し
て
,
利
益
の
分
K
に
邊
加
せ
ざ
る
潘
ぁ 

h

る̂
場
合
に
、，興
*
加
额
が
他
の
被
傭
者
に
頒
與 

せ
ら
れ
て
"
傭
^
に
復
歸
せ
ざ
る
以
上
は
、
之
を
利 

益
分
配
法
ビ
稱
す
る
に
®
ら
ざ
る
を
信
ずo

炕

八

卷
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一
ー
九
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九
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K

P

然
ら
ば
如
何
な
る
方
而

.ま
，で
利
益
を
分
配
す
る>/J

き 

に
之
を
利
益
分
配
法
ビ

す

る

を.#
る

かO

若
し
も

利 

益
.の
頒
與
に
與
る
遨
が
支
配
人
"
監
督
職
エ
長
又
は 

被
傭
者
中
の
或
る
階
級
の
み

に
限
ら
れ
ん

か

、委
員 

會
は
之
を
利
益
分
配
法
を
認
め
ず
、
利
益
分
配
法
に 

於
て
は
未
成
年
遨
、
就
職
後I
定
の
年
限
を
經
過
せ 

ざ
る
溝
等
を
除
外
す

.る
こ
ど

.あ
る
も
、
狗
ほ
被
傭
者 

の
多
數
に
及
ぶ
を
以
て
、
其
婴
件
と
す
可
く
"
委
員 

會
は

i
就
職
後
一
年
以
上
を
經
過
し
た
，る
成
年
勞
働 

盏
の
七
割
五
分
が
利
益
分
配
に
參
加
す
る

を
必
要
ど 

認
む
。 

,
 

' 

1

'利
益
分
配
制
度
は
以
上
の
如
く
な
る
が

"
勞
資
協
同 

制
度
に
對
し
て
は
、
如
何
な
る
解
釋
を
下
す
可
き
か

0 

此
.制
度
は
勞
働
の
使
俯
せ
ら
る
、
各
種
の
*
業
に
適
用 

せ
ら
る
、
を
得
る
も
の
な
^ .
が
、
其

1
も
簡
單
な
る
形 

式
は
大
な
る
有
限
責
任
會
社
に
行
は
る

\
も
0 .
に
し
て 

C
1

.

)

勞
働
卷
が
職
業
に
於
け
る

_
準
賃
銀
外
ヒ
、
其
仕 

•事
に
於
け
る
終
局
.の
利
益
又
は
生
産
上
の
節
約
に
對
し

て
、
或
る
金
額
を
收
受
し

"(

ニ)

勞
働
者
は
斯
く
參
加 

す
る
利
益
を
自
己
の

#
_
す
る
事
業
の
資
本
金
ビ

し
て 

蓄
穡
し
、
株
主
た
る

.の
權
利
r l
務
を
有
す
る
を
以
て
、
 

必
要
の
條
俾
ど
す

0

.
1
1

箇

人

事

業

邦

に

會

社

に

於

け 

,

,

る

利

益

分

®

5
勞

資

協

同

2)

要

領

'
 

第
十
五
囘
英
國
勞
働
統
計
摘
耍
に
據
る
に
、
英
國
に 

於
て
千
八
百
一I

十
九
年
始
め
て
利

_
か
配
制
度
が
ク

ォ 

デ
ス

n 

j
ト
卿
所
有
の
農
場
に
試
み
ら
れ
て
以
來
、
利 

益
分
配
制
度
の
實
例
は
ニ

1
|
|十
11

の
多
き
に
及
び
， 

興
內
七
十
六
は
現

.に
實
行
せ
ら
れ
、
又
報
告
を
蒐
集
す 

る
を
得
る
も
の
な
る
：こ

S
を
記
誠
し
た
る
が
、
本
報
吿 

R
於
て
は
、
チ
八
百
一
一
十
九
年
ょ

&
千
九
西
十
ニ
年
に 

至

る

間

に

實

行

せ

ら

れ

れ

る

利

益

.分
配
制
度
一
一
百
九
十 

九
#
を
根
據
ビ
し
、
其
內
の
三
は
詳
細
の
事
情
を
知
悉 

し

雛

き

を

，以

て

、
文

百
"？
ハ
十11

1

は
®

ii
:
せ
ら
れ
た
る
を

以
て
、
之
を
除
外
し
、
殘
る
百
三
十
3
件
に
就
て
調
査 

す

る

こV
J

、
し
た

-
C

S
O

今
是
等
利
益
分
配
'制
度
の
實
行 

せ
ら
る
.
V

1
一'
1十
三
の
事
業
に
於
け
る
從
業
者
は
十
萬 

六
千
人
を
數
へ
ヽ
事
業
所
在
地
は
殆
ど
英
國
全
部
に
亘 

ぅ
此
制
度
の
實
行
に
依
.て
"
關
係
者
R
利
益
を
與
ふ
る 

こ
S
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
.あ
り
o
.纽

ち

從

業

者

に

，對

し
 

て
ノ
規
定
の
報
酬
以
上
に
僧
额
を
得
る
の
機
會
を
與
へ 

營
業
繁
昌
の
，時
期
に
於
て
は
"
此
の
增
額
は
大
な
る
高 

に
上
彼
等
に
貯
蒂
の
便
宜
を
供
へ
、
從
業
遨
の
勞 

働
功
.程
を
大
な
ら
し
む
る
ヒ

共
に
、

傭
衰
被
傭
若
間
の 

關
係
を
圆
滿
な
ら
し
む
る
が
如
き
"
利
益
の
重
な
る
も 

の
な
り
^
す
。
而
し
て
近
時
被
傭
者
が
利
•益
分
配
制
度 

の
下
に
收
得
す
る
利
益
の
全
部
又
は〗

部
を
株
式
其
他 

の
形
德
に
於
て
"
事
業
に
投
入
し
"
自
ら
事
業
の
成
敗 

.に
就
て
、
利
害
關
係
を
宿
す
る
に
至
る
の1.

事
は
最
も 

注
目
を
要
す
る
所
に
し
て
、
利
益
分
配
制
度
に
對
す
る 

今
後
の
議
論
ル
或
は
此1

點
に
集
中
す
る
に
至
る
や
も 

未
だ
知
る
可
か
ら
す
o 

:

.
-

此
種
の
計
畫
は
實
際
杞
於
て
"
成
效
を
博
し
た
る
も 

の
\

如

し

W

雖

も

，
尙
ほ
其
效
锻
を
斷
定
す
る
に
は
注 

意
す
可
き
の
寧
情
あ
^

V

Q

第
.

1

上
0?
の
方
法
は
其
實
行 

せ
ら
れ
て
以
來
、
日
を
經
る
こ
^

淺

く

，
第
二
其
主
ぐ
し 

し
て
行
は
る
、
は
*

斯
事
業
に
し
て
"
此
事
業
に
は
特 

別
の
事
情
を
存
し
 

>
 

格
外
の
利
.益
を
占
む
る
を
以
て
マ 

其
成
效
を
以
て
，
直
に
他
の
事
業
に
於
け
る
適
用
の
效 

果
を
類
推
す
る
に
難
く
？
第
三
被
傭
者
に
對
し
て
株
式 

を
發
行
し
て
、
爲
め
に
資
本
金
を
增
加
す
る
が
如
き
は 

總
て
の
事
業
を
通
じ
て
行
は
る
可
き
に
非
ず
"

又
盟
む
. 

可
き
所
に
*

ざ
る
を
以
て
な
^=

v
o

最
後
の
點
に
就
き

1 

利
益
分
配
制
度
に
關
し
て
多
年
の
經
驗
を
有
す
る
ク
ラ 

1
ク
® 

ニ

^
ラ
.

ス
®

ク
.丨
ム
ブ
會
..社
の
代
表
«

ア
レ
'

キ.

サ 

ソ

ダ

ホ

1
ン
氏
は
：勞
鹜
協
同
協
曾
の
機
關

r

レ
1
ポ 

ア
ー
.

®

コ'
.1
•

ハ
：1
ト
ナ
.
イ
シ
ツ
フ
.

」

R

於
て

r

吾
人
は
最 

近
十
六
年
間
利
益
分
配
制
度
を
實
行
し
、
資
本
金
の
ニ
. 

倍
以
上
に
相
當
す
る
金
額
を
頒
與
し
れ
ぅ
o

而
し
て
®

 

人
に
し
て
此
金
額
.
を
株
式
：に
換
ベ
て
、
S

ホ
金
ど
し
て

第

八

您

(
I

一
九
七

)

雜
錄
利
益
分
邴
井
に
熒
资
協
同
制
度
じ
關
す
み
賙
恋

辦
九
號

1

〇
三

H.
I
!•
f
V

i
'i.1

I
I

!

I

!
氏N.



铬

八

怨
(

一
一
九
八)

雑
錄
刹
益
分
邴

#

1-
努
饺
協
同
制
度
1!
關
す
る
1|
诳

薪
®
せ
ん
か
"
到
底
述
用
の
迸
を
見
出
す
に
苦
し
ま
ざ 

る
を
#
ず
、
斯
の
如
き
は
®
人
の
爲
さ
ん
ビ
す
る
も
、
 

爲
す
能
は
ざ
る
所
に
し
て
、
隨
て
*
斯
會
f
tの
如
き
其 

本
體
を
增
殖
す
る
爲
め
に
"
資
本
金
»
额
の
必
要
あ
る 

も
の
に
非
ざ
れ
ば
、
株
式
發
行
.を
刺
益
頒
與
の
方
便
ビ 

す
る
を
困
雛
^J

す
可
し」

^
云
へ
り
。

現
行
利
益
分
配
制
度
西
三
十
三
の
‘内

、

四

は

.四

十

年 

以
上
’
七
は
三
十
乃
至
三
十
九
年
、1
一
十
四
は

一一
十
年 

乃
栗
ニ
十
九
年
"
一一

十
五
は
十
年
乃
至
十
九
年
®
經
歷 

を
艰
し
，
他
の
七
十
三
は
何
れ
も
最
近
十
年
以
內
の
创 

始
に
係
る
も
の
ビ
す
。
又
一
旦
成
立
し
て
"
後
に
廢
ih 

せ
ら
れ
れ
る
西
六
十
三
の
存
續
期
間
.を
見
る
に
、
四
十 

r

年
、
三
十
一
年
、
ニ
十
七
年
、
ニ
十
3£
-
年
，
_ニ
十
四 

年
、
ニ
十
三
年
、
ニ
十
二
年
"
十
六
年
に
亘
れ
る
も
の 

各

.
二
十一

年
、i

1,

十
年
、
十
七
年
、
十
四
•年
"
十 

1

年
に
及
べ
る
も
の
各
ニ
、
十
九
年
の
も
の
三
、
十
八 

年
，
十
五
年
の
も
の
谷
四
ノ
十
、三
年
、
十
二
年
、
七
年 

幷
に
五
年
の
も
0-
谷
五
、十
年
#
に
九
年
の
も
の
#
セ7

第
，.九
號
：'
 

1
〇
四

八
年
の
も
の
十
、
六
年
の
も
の
九
、
四
年
の
も
の
十
四
， 

三
年
の
も
の
十
七
、
ニ
年
の
も
の
十
六
、1

年
の
も
の 

十
六
に
し
て
、
创
設
後j

年
內
に
廢
止
せ
ら
れ
左
る
k 

の
亦
六
に
上
れ
ぅ
0
而
し
て
斯
く
廢
止
せ
ら
れ
た
る
幾 

一
多
の
事
例
に
就
て
、
廢
北
の
原
因
を
窺
ふ
に
八
®
の
場 

合
に
於
て
は
，
原
因
不
明
に
®
し
、
之
を
知
る
能
は
ず 

他
の
莨
五
十
五
に
就
て

ノ廢
止
の
原
因
を
分
類
す
る
R 

被
傭
者
の
反
抗
、
之
に
基
ぐ
傭
潜
の
不
滿
に
蓮
く
も
の 

.五
十
九
に
し
て
、
最
も
穸
數
を
占
め
、
之
に
次
ぐ
は
利 

益
の
減
少
又
は
損
失
の
發
生
に
し
て
、
二
十
九
を
數
へ 

事
業
の
廢
北
に
屬
す
る
も
の
ニ
十
五
、
事
業
の
變
H
讓 

渡
に
依
る
も
の
二
十
一一、

賃
銀
の
增
額
又
は
時
間
の
短
. 

縮
を
以
て
利
益
分
配
法
に
代
へ
れ
る
も
‘の
八
、
被
傭
潘 

一
の
不
滿
政
.基

く

も

の

四**
.
事

業

の

完

成

又

は

傭

潜

の

死 

C
の
出
づ
る
も
の
若
し
ぐ
は
特
殊
の
事
情
に
伴
ふ
も
の 

各
八
を
數
へ
た
ぅ
o
即
ち
廢
止
せ
&
れ
れ
る
西
五
十
五 

の
利
益
分
配
制
度
中
，
九
十
ニ
は
此
制
度
の
得
失
に
關 

.
係
な
き
種
々
の
事
：情
の
爲
め
に
、
消
滅
し1

方
に
豫
定

f
f:
I
I
&
II
I
肩

の

效
果
を
奏
せ
す
じ
て
失
敗
に
歸
し
れ
る
も
の
は
六
十 

三
に
し
て
、
全
體
の
5£
分
の
ニ
に
當
る
の
事
實
を
示
す 

可
し

O

而

し
て
從
來
利
益
分
配
制
度
が
實
行
せ
ら
れ
" 

滕
止
'せ
ら
れ
、
又
現
^
實
行
せ
ら
れ
つ
、
ぁ
る
事
業
を 

澳
隨
類
に
依
て
區
別
す
れ
a
左
の
如
し(

辦
槳
の
種
類
赞
行
数
賧

Lh
数

i
f
i

顏

姐
築
業

織
山
"
$

0

金
屋

機
關
造
船
漿 

織
物
業 

紡
織
業

麗

業

殷

業
 

製
紙
業 

削
刷
製
本
業

:
:木エ
、
置

業

化
學
1:
柒
掀 

子
防
磁
器
業

,、
—*• ._•-• •--• —* ，*
ニ 0 六 五 八 三 四 九 一 九

-

食
料
品
捌
萆
槩
三
一

八 八 七 k 一 二  ニ 七 ニ 七 八 六 九

四 .三 一 四 ：六 一 七 .31四

同
上
事
業 

從
業
潴
数

.

5

1

六
三 

七
"三

！11 六

 

r

六
三
七 

四
、九
五
一 

一
七
三 

七
三
七 

七
九
四 

三
"
三
八
九 

r

六
九

2L

、
六
四
九 

六
、
七
六
〇

其：電 %  
合 氣 斯  

他 業 粱
m*

三

四

:

1 

H
i
­

l
l 

. 

.

I
l
n 

' n

! E

七

三

o

 

ニ
六 

二
九
九 

一
 

§

-■
-

■

*

.
r

i

二
八
、
二
四
六 

四
一
四 

1
1芄
"
六
ニ
〇 

1

o

六
、
一
八
九

備
考
織
物
業
幷
に
其
他
の
項
に
於
て
パ
實
行
數 

ょ
ぅ
廢
±
數
を
控
除
し
れ
る
も
0
が
現
行
數
を 

符

合

せ

ざ

る

，は

報

吿

ff
i
集

の

際

"

事

情

不

明

に 

属
し
た
る
も
の
あ
る
を
以
て
な
-

®NO 

賃
銀
R
對
す
る

利
益
配
當
金
の
_
八ロ.は
谷
事
業
に
於 

て
、
又
谷
年
度
に
於
て
異
な
ち
^
雖
も
、
千
九
*0
1
年 

ょ
&
同
十
一
年
に
至
る
總
平
均
に
於
て
は
五
分
五
厘

 ̂

し
て
、
同
年
間
の
異
動
を
見
れ
ば
、
千
九
西
八
年
の
四 

分
五
厘
を
最
低
^
し
、
千
九
^
六
#-
の
七
分】

贤
を
最 

高
^
す
。

贫
广
刹
益
分
配
法
の
計
書
“
班

. 

利
益
分
配
制
度
.が
任
：意
の
約
定
杞
侬
て
行
は
る
、
か 

將
た
又
法
#
上
の
契
約
ミ
，し
て
行
は
る
、
か
、
各
種
の 

银
業
を
通
じ
て
統1

す
る
も
の
な
く
"

コ
ル
チ
モ
ス
ク

錤

八

怨

(
「

一
九
九)

雑
錄
利
益
分
刚
#じ篼资協饨制度に關する調逝

雄
九
號

1

0
五



笫

八

怨(

一
一
一o
o
v ,
雜
錄
利
益
分
邴
邦
に
勞
資
協
同
制
度
に
關
す
る
調
资

第
九
虢_

o

1
の

コ

ル

ン

漁

業

會

、
ト
ー

ル

ス

パ

リ

I

©マ
ー

シ

1
牡

鱗

會

社

、

x

l

y

t/
丨

の

フ

オ

ス
タ
ー

兄

弟

商

會

(

雖 

築

業

並

に

同

請

負

業

)
チ

ユ

シ

ャ

ー

の

レ
グ
ァ
！
兄

弟 

商

會

，(

石

鹼

製

造

業

)

の

如

き

法

律

上

の

權

利

ど

し

て

" 

被

傭

者

を

し

て

利

益

の

®
與

に

參

加

せ

し

む

る

も

の

'?
> 

る

ビ

冏

時

に

、
ブ
ル
ー

ク

’ボ
ン

ド

商

會

(

製

茶

泯

製

包 

裝

業

)

ブ
ラ
ン
デ

ぐ

ス
ぺ
ン
ス
會
社

(
塗

料

製

造

業

)

ク 

ラ
丨
ク

• 
二

ッ

n

ル
ス*

ク
丨
ン
ブ

ス

商

會
(

製

菓

業

) 

ジ
ョ
ン
*
ゴ
ー
ン
ト
リ
ー

商

會

(

食

料

品

商

}

エ
ム

®

エ 

ム
社(

製

粉

業

)

グ

r.
ル

グ

オ

リ

ン

油

製

造

會

社

、

ヵ
ー 

A

 ® 
口
ー
ム
ヌ
會
社

(

裁

縫

業

}
チ

ッ

チ

？
製

^

#
祉
、

口

ー
ダ
ー
ス® 
土

ユ
ー
コ

リ

ン

會

社

(

原

汕

製

造

業

)

/ 

ッ

チ

ン

ダ

ヒ

ル

墙

燈

會

社

の

如

き

、

利

益

分

配

法

を

以 

て

> 
任

意

の

支

拂

S
し

、

殊

に

ブ

,

1
ク
ボ
ン
ド
商
會 

の

如

き

、
之

に

恩

11
の

所

業

(

>
1

1A
c
t

 

of G
r
a
c
e
)

な 

る

名

を

付

し

、

5£
に

へ

ー

ル

製

紙

會

祉

、

ユ
ム

0
エ
ム
社 

グ

ァ

ル

グ

オ

リ

ン

油

製

造

會

社

V
チ
ャ

ル

。マ
ー
ス
製
紙 

#
社

、
ケ

ー

•
ケ

ー
製

造

會

社

、

カ
ス

.ト
ナ

ー

*
ケ

^
.
ナ

1
*ァV

力
ジ
會
_
の
如
き
は
、約
定
中
に
利
益
分
配
法 

は
被
傭
者
に
何
等
法
律
上
の
權
利
を
認
め
た
る
も
の
1
 

非
ざ
る
こ
^
を
明
記
し
た
-

oyo

多
數
の
場
合
に
於
て
、
.利
益
配
當
ど
し
て
被
«
豸
に 

頒
與
せ
ら
る
可
き
金
額
は
利
益
に
對
す
る
割
合
を
定
め 

て
"
之
に
充
つ
るVJ

雖
も
、
時
に
利
益
參
加
の
額
をI

 

定
の
程
度
に
北
め
、
：此
，程
度
に
至
て
"
被
儆
潘
の
參
加 

を
停
止
す
.る

も
の
あ
又
利
益
分
配
に
供
す
る

金
額 

を
宠
む
る
，に
利
益
に
對
す
る
定
率
を
以
て
せ
ず
，
或
は 

賃
銀
支
拂
高
に
對
す
る
定
率
を
以
て
し
' 
或
は
利
益
の 

增
加
に
對
し
て
、
累
進
せ
し
め
"
或
は
從
業
年
限
の
畏 

短
を
標
準VJ

し
，
又
ラ
ッ
セ
ル
ス
ヱ
フ
ン
ガ
ム
釀
造
會 

祉
の
如
き
は
株
式
の
定
數
を
買
入
る
、
に
足
る
程
度
の 

分
配
金
を
與
ふ
る
を
以
て
、
特
に
選
擇
せ
ら
れ
れ
る
被 

傭
者
に
限
る
こ
ど
、
し
た
ぅ
o 

M

R

%
斯
會
f
tに
行
は 

る 

>刺
益
分
配
.法
に
於
て
は
、
利
益
分
配
額
を
し
て
% 

斯
賣
價
の
高
低
に
據
ら
し
め
後
者
の
高
き
ど
き
に
は
" 

前
渚
を
增
加
し
' 
其
低
きVJ

き
は
之
を
低
減
す
る
を
常

_
;
v
v
.

-へ.
.
^
.
.
,
.

. 

■

w

t

o蓋
し

是

等

の

食

社

に

於

て

は

？

法

律

上

芨

斯

代 

價

の

低

減

亿

比

例

し

て

、
或

る

點

以

上

に

株

主

配

當

を 

t
加

す

る

を

得

る

も

の

な

る

.が
故

に

、
利

益

■配
當
の

增 

加

は

株

主

配

當

の

增

加

に

伴

ひ

、
又

利

益

增

加

の

證

據 

^
認

め

ら

る
可

き

を

以

て

な

j 

以

上

利

益

®
當

に

供

.せ
ら
る
、
金

額

が

利

益

の

1

部 

な
る
こ
^
を

說

明

し

た

る

が

、
此

利

益

は

如

何

に

し

て 

之

を

算

出

決

定

す

る

か

”
或

は

1

營

業

年

度

內

、
或
は 

，
 

半

率

營

業

期

間

、

或

は

一

年

四

季

、

或

は

#

月
の
利

益

を

以

て

す

る

も

の

あ

る

^
典

に

、

或

は

數

年

間

の

平

均 

利

益

に

據

ぅ

"
或

は

掼

益

の

變

勸

を

；牛

均

す

る

趣

意

に 

基

き

、

1

年

度

の

利

益

の

一

部

を

後

年

度

に

繰

越

す

も 

の
あ

i

o
而

し

て

利

益

分

配

の

目

的

を

以

て

隣

促

^
に

| 

〖

，
，. 

頒

與

す

る

利

益

は

純

益

即

ち

總

收

益

ょ

ぅ

地

代

、
公
課

給
料
其
他
の
#
業
费
を
控
除
し
た
る
も
の
を
以
て
す
る 

i-'
v
'
.
. 

を
普
通
ビ
し
、
外
に
減
價
積
立
、1

般
積
立
金"

寡
婦

許

す

場

合

に

は

、

豫

定

の

限

度

を

被

傭

衮

亿

通

知

す

る 

こ

ビ

1

般

に

行

は

る
 

>所
な

れ

ど

も

、
和

益

の

ft
算
に 

就

て

翦

s
:

の

計

算

人

を

し

て

之

に

當

ら

し

む

る

場

合

は 

甚

だ

少

な

く

、

被

傭

溝

を

し

て

傭

渚

の

帳

簿

を

檢

蜜

せ 

し

む

る

事

例

に

茧

て

は

，
页

に

少

な

き

が

如

し

0 

斯

く

利

益

分

配

の

供

す

可

き

?»
益

な

る

も

の

队

定

し
 

た

る

騰

に

、
如

何

な

る

割

合

を

以

て

、
其

利

益

を

被

.俯 

漭

に

與

ふ

可

き

か

。

利

益

を

被

俯

潘

に

頒

與

す

る

に

先 

.だ
ち

、

«
豸

に

其

I

部

を

與

ふ

可

き

先

取

的

制

限

の

存 

せ

ざ

る

場

合

に

は

ヽ

利

益

分

配

の

定

率

は

比

較

的

低

く 

し

て

，

1

割

を

最

高

^
し

，
時

に

1

分

五

歴

に

至

る

も 

の

3>
れ

ど

も

广

先

取

的

制

限

の

存

す

る

場

合

に

は

ヽ

定 

率

は

高

く

し

て

，
傭

者

に

一

宛

の

利

益

を

與

へ

た

る

殘 

餘

の

一

半

に

及

ぶ

も

の

?>
ぅ

0
然

&

ば

斯

る

利

益

分

配 

額

は

如

何

な

る

標

準

に

據

て

ゝ

H
に

被

傭

^

間

に

分

配 

せ
ら
る
、

か

o
此

點

に

就

て

最

も

廣

く

行

は

る

、

は

當 

期

間

被

俯

者

の

得

れ

る

收

入

に

比

例

す

る

の

方

法

に

し 

て

、

此

場

合

に

超

過

^

^

の

勞

働

に

對

す

る

報

-«
、
出

孤

兒

救

助

金

を

控

除

す

る

も

の

あ

ぅ

o
利

益

が

或

る

金 

額

以

上

に

，達

し

た

る

.ど
き
に
、

被

傭

者

に

刺

益

參

加

を

第

八

海

(

一
ニ
〇
：ー)

雜

錄

利
益
分
配
邦
运
賢
協
同
制
度
じ
關
す
る
薩
第

.九
號

-

1
o

七

去ベイ、

^
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錄

來
高
赁
銀
を
除
外
す
る
も
の
わ
-

^
又
疾
病
に
® 
く
® 

飯
の
減
®
は
ニ
箇
月
を
限
度
ビ
し
で
、
除
外
せ
ざ
る
も 

の
あ
^

^
之
を
除
外
す
可
き
や
裔
や
の
決
斷
を
曾
：動
當 

局
*
に
記
す
る
も
の
あ
，彡0
而
し
て

多
く
の
場
合
に
於 

て
、
收
入
の
外
に
從
業
年
限
の
長
短
を
標
準
ビ
し
、
軍 

に

被
傭
者
の
.地
位
を
參
酌
す
る
も
の
あ
ぅr

地
位
の
高 

下
に
枸
は
ら
ず
、
被
傭
漭
の
行
狀
を
考
»
す
る
も
の

?>

或
る
利
益
分
配
制
度
の
下
杞
於
て
は
、;
利
益
分
配
€ 

し
て
"
被
傭
潘
に
傾
與
す
る
金
額
を
傭
潜
に
託
し
て
ァ 

渖
用
せ
し
め
，
三
分
乃
军
五
分
の
利
子
を
支
拂
上
の
外 

事
業
の
收
益
^
典
に
增
減
す
る
配
.常
を
此
预
金
に
與
ふ 

る
の
方
法
わ
h

e
然
も
此
方
法
を
實
行
し
て
、
何
等
の 

制
限
を
設
け
ざ
ら
ん
か
、
利
子
ど
配
當
ど
を
合
せ
て
、
 

意
外
の
高
率
に
止
る
，こ
S
あ

る
可
き
を
以
て
、
時
に
兩 

激
を
合
せ
た
る
率
を一

割
に
制
限
す
る
も
.の

な

又
 

利
子
以
外
に
與
ふ
る
配
^
は
利
子
ビ
»
58
1

0
資
本
金
に 

對
す
る
：配
常V

j

0-
煮
の
半
额
を
上
る
'を

得

.ざ

る

も

の

ビ

婼

九

號

I

O
A

し
，
尙
ほ
兩
对
を
合
笕
し
れ
る
維
に
®
萵
の
眼
度
を
設 

け
或
は
预
余
の
形
態
に
が
て
放
下
せ
ら
る
、
金
額
に
制 

限
を
骰
く
も
の
あ
り
0
而
し
て
其
孰
れ
の
場
合
に
於
て 

も
被
傭
漭
が
预
金
を
引
出
す
に
林
"〗

定
の
豫
吿
を
必 

|

要
^
し
、
其
湖
間
を
ニ
日
乃
至
ニ
筒
月
の
問
に
骰
く
0 

現
行
利
益
分
配
制
度
中
被
傭
激
の
得
る
刹
益
分
配
の 

j

金
額
を
被
傭
«
救
助
積
立
金
に
，投
す
る
三
筒
の
實
例
ゎ 

>9
0此
種
猜
立
金
の
#
す
る
*
合
に
於
て
も
、
利
益
配 

_
當
の
|
部
を
之
に
投
上
、
_

は
現
金
を
以
て
被
«

#
 

に
交
付
す
る
か
、
又
は
被
傭
潘
の
株
式
買
入
の
資
に
充 

つ
る
を
普
通
の
事
例
ヒ
し
、
時
に
被
俯
漭
中
利
益
分
配 

に
與
る
條
件
を
充
れ
さ
C
り
し
潜
の
分
を
以
て
"
精
立 

金
を
補
充
す
る
こ
ど
あ
ぅ
o
救
助
檄
立
金
は
被
傭
者
の 

利
益
を
目
的
^
す
るr

般
的
裁
金
に
充
つ
る
も
の
ど
、
 

筒
々
.の
被
傭
潘
に
#
殊
の
利
益
を
與
ふ
る
を2m.

的
ビ
す 

る
'

も
のV」
ニ
稱
^

區
別
す

る
を
#

ベ
く
、

第
一
の
場
译 

忙
於
て
は
"
疾
病
、
老
麟
、
廢
疾
、
死
！j

若
し
く
は
締 

人
勞
働
者
の
結
婚
等
に
際
し
.て
"
支
铪
し
、
第
二
の
場

利
益
分
刚
神
じ
熒
贷
協
同
制
度
に
關
す
る
調
恋

0

合

に

於

て

は

筒//
-
の

勞

働

潘

が

 

一
®
の
年
齡
忙
達
し
，
 

叉
は
ー
定
の
從
業
沏
間
を
經
過
し
た
る
場
合
に
、
貯
蒂 

し
れ
る
金
額
を
支
#
ふ
か
、
又
は
特
殊
0'
事
愦
.に
際
し 

て
、
興
拂
出
を
許
容
す
る
も
の
^
し
ゝ
或
る
會
fh
.の
如 

き
、
利
益
分
配
^
を
所
定
の
如
く
貯
«
せ
ざ
る
被
傭
* 

に
■
し
て
、
今
後
利
益
分1

'

に
與
る
能
は
ぎ
ら
し
め
"

又
全
然
分
配
M 3
を
廢
北
す
る
Y」

ど

を
規
定
せ
る
毛
の
| > 

ぅ
0
救
助
攒
立
.金
が
被
傭
漭
全
體
0'
利
益
を
目
的
:̂
し 

備
々
の
被
傭
者
に
觸
せ
ざ
る
S
き
は
，
疾
病
ヽ
名
*
以 

外
の
理
由
を
以
て
？
職
を
廢
し
た
る
被
傭
潘
に
は
、
積 

立
命
收
受
の
權
刺
を
喪
失
す
可
し
^
雖
も
、
傲
々
の
被 

傭
潘
に
屬
す
る
ど
き
に
は
"
職
業
廢
擺
ど
同
時
に
"
又 

は
，

1

定
の
時
0
後
に
積
立
金
令
收
得
す
る
を
得
o
伹
し 

或
る

場
合
に
は
、
疾
病
以
外
の
理
由
を
以
て
"
又
は
.傭 

潜
の
同
意
を
經
中
し
て
、
職
を
去
&
れ
る

被
傭
者
の

權 

刺
を
廢
棄
す
る
も
の
わ
^

^
又
被
傭
®
に
が
傭
潘
與
へ 

^
る
損
寄
を
穡
立
金
ょ
.？̂
賠
偾
せ
し

V
名

規

定

を̂*
す
 

る
も
.の
ぁ
々
0
救
助
精
立
金
は
普
a
傭
者
9
管
理
に
屬

レ
々
俯
^
自
ら
利
殖
の
計
を
_
す
る
が
如
し
ど
»
も 

時
に
機
立
金
を
郵
便
貯
金
ど
す
る
こ
ビ
を
規
定
し
、
又 

特
殊
の
利
殖
法
を
指
定
し
れ
，る
も
の
な
しV

J
せ
す
o 

被
俯
溝
が
公
開
市
場
に
於
.て
㈱
ま
を
買
入
れ
れ
る
場 

合
に
は
、
之
を
以
て
利
益
分
配
法
の
下
に
使
役
せ
ら
る 

、
も
の
^
認
め
す
，
唯
株
式
が(

1
)

何
等
之
に
對
す
る 

代
價
を
徵
せ
ず
し
て
、
又
は(

1
1
)

代
價
或
は
.株
金
柳
込 

に
關
し
，
有
利
な
る
條
伸
を
以
て
、
被
傭
*
に
發
行
せ 

&
れ
た
るVJ

き
に
は
、
之
を
利
益
分
配
の
ー
形
德
ど
す 

る
を
得
べ
し
Q
.第

〗

の
方
法
を
行
ふ
も
の
現
行
制
度
に 

於
て
三
ぁ
办
ミ
雖
も
、
斯
く
し
て
株
式
を
取
%
し
た
る 

潴
は
株
主
*
會
に
於
て
、
議
決
權
を
行
使
す
.る
能
は
す 

又
特
に
有
利
な
る
條
件
の
下
に
"
被
傭
者
が
株
式
を
取 

得
し
た
る
^
き
*に
ば
，
其
之
を
他
记
讓
波
す
こ
ビ
を
禁 

止
し
，
妻
子
の
相
續
す
る
を
許
容
す
る
か
、
然
ら
ず
ん 

ば
^
社
に
於
て
時
惯
を
以
て
、
買
戾
す
の
制
限
を
0
く 

も
.の
ぁ
&

o

如
何
な
る
資
格
を
備
へ
た
る
被
傭
遛
に
し
て
、
利
益

利
益
分
邴
扑
|-
努
资
協
同
削
度
に
關
す
る
賙
沲

评
"
K
r
.

1

o
九
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r
l
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錄

_

利
益
分
削
#
|-
幣
资
胳
同
制
度
に
關
す
るn

夜
/

笫
九
號

分
配
に
遂
加
す
る
を
得
る
か
。
或
る
事
業
に
於
て
は
、 

總
て
の
被
俯
激
間
に
何
等
の
區
別
令
殺
か
ず
、
盡
く
之 

に
參
加
せ
し
む
る
も
の
ぁ
^
'ど
*
も
、
多
く
の
場
合
に 

於
て
は
、
參
加
の
資
格
に
就
て
"
或
る
條
件
を
置
く
を 

常
e
し
、，.而
し
て
其
條
件
た
る
"
勸
務
年
限
の
長
短
を 

以
て
、
之
に
充
つ
"
短
か
き
は
三
箇
月
、
長
き
は
十
五 

年
を
以
て
"
最
少
必
要
の
年
限
^
,す
る
が
如
く
、
長
短 

の
规
定
區
々
た
雖
も
、

〗

年
を
以
て
期
限
す̂る 

も
の
多
し
o
又
或
る
事
業
に
於
て
は
11
定
の
年
齡
に 

途
せ
ざ
る
.者
を
利
益
#
加
ょ
り
除
外
し
.、
又
參
加
す
る 

被
傭
溝
を
傭
者
の
專
斷
を
以
て
選
定
し
、
又
コ

A
ミ
ツ 

シ
ヨ
ン
を
收
得
す
る
^
，
定
額
ょ
ぅ
以
上
の
報
酬
を
得 

る
漭
、
.出
來
高
賃
銀
を
得
る
溶
へ.1

時
勞
働
漭
の
類
.を 

除
外
す
る
も
の
ぁ
ぅ
。
又
稍
や
條
件
の
嚴
重
な
る
も
の 

に
於
て
は
利
益
分
配
に
與
る
遨
は
必
ず
今
後
一
年
間
又 

は
他
に
定
む
る
期
間
內
"
就
業
す
る
契
約
書
に
署
名
し 

た
る
者
な
る
こ
ど
を
要
し
、
E
に
甚
だ
し
に
至
て
は
年 

»
一
 

平
一
歲
以
下
の
被
傭
潘
は
旣
往1

年
間
禁
酒
禁
煙

す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
利
益
分
配
に
參
加
せ
し
め

ざ
る

場 

合
ぁ
り
0
.斯
る
秫
々
の
條
#
に
侬
て
、
或
は
利
益
分
配 

に
參
加
す
る >」

S
を
認
め
ら
れ
、
又
は
其
遂
加
を
除
外 

せ
ら
れ
、
各
鋪
事
業
に
於
け
る
雨
者
の
割
合
は
非
常
に 

相
違
ゎ
る
を
免
か
れ
ざ
る
が
、
千
九
百
十
一
年
末
百
三 

十
の
實
例
R
就
て
調
赍
す
れ
ば
、
全
體
の
被
傭
者
中
五 

割
七
，分
三
厘
は
利
益
分
配
に
參
加
す
る
の
條
件
を
充
す 

を
得
た
i
o

利

益

分

配

の

支

挪

は

る

、
形

僬

に

就

て

見

る

に

"

全 

體
の
實
例
中
約
五
分
の
三
は
利
益
分
配
金
の
全
部
を
現 

金
に
て
支
拂
ひ
、
殘
餘
の
實
例
に
於
てt

r
1

半
は
現 

金
を
以
て1

半
は
被
傭
者
に
對
す
る
救
助
糌
立
金
の
權 

利
又
ば
被
傭
渚
の
株
式
贸
入
資
金
の
形
德
を
以
て
支
挪 

ふ
も
の
ビ
、
利
益
.分
配
の
金
額
を
傭
者
自
ら
保
管
し
" 

或
は
之
を
株
式
に
投
じ
フ
或
は
爾
金
マ」

し
て
1
被
傭
溝 

不
時
の
救
助
に
充
つ
る
も
の
ビ
ニ
欉
の
方
法
最
も
廣
く 

行
は
れ
、
又
時
に
利
益
分
配
金
の
全
部
を
救
助
積
立
金 

に
投
ず
る
こ
:̂
?>
5 

0而
し
て
利
益
分
配
金
のI

部
を

株
式
質
入
に
供
す
る
爲
め
に
"
又
は
被
傭
者
不
時
の
救 

助
に
充
.つ
る
爲
め
に
、
傭
者
に
於
て
保
管
す
る
場
合
に 

は
、
其
保
管
額
が
一
定
の
限
度
に
達
せ
ざ
る
限
又 

は
或
る
時
期
の
到
來
せ
ざ
る
限
^

被̂
傭
遨
を
し
て
、
 

之
を
處
分
せ
し
め
ざ
る
の
制
限
を
付
し
、
時
に
處
分
を 

許
す
も
、金
額
に
制
限
を
設
く
る
を
一
般
の
方
法
S
す
。

C)

利
益
分
配
制
度
^
對
す
る
傭
者
の
a
見 

刺
益
分
配
制
度
の
得
失
に
就
て
r
娄
員
龠
は
廣
く
此j 

制
度
を
實
行
し
つ
、
6
る
當
業
*
の
意
見
を
徵
し
た
る\ 

が
其
答
申
に
據
る
R
、
多
數
は
利
益
分
配
制
度
を
稱
揚 

し
、
此
制
度
ゎ
る
が
故
に
、
傭
者
被
傭
潘
間
の
8
係
を 

圆
滑
に
し
、
又
被
俯
者
の
勞
働
效
程
を
增
進
し
れ
る
こ 

ビ
を
認
め
れ
れ
ど
も
、
時
に
之
に
反
®
す
る
意
見
を
陳 

述
し
た
る
も
の
な
き
に
非
ず
、
其
三
四
を
摘
記
せ
ん
に
一 

ト
.1

ル
.
.ス
*、ノ *

•ソ
ー

。
マ
ー

.シ

ー

則

鹏

會

社

の

書

^
は
0 

く
ヽ
吾
人
の
意
見
を
以
て
す
れ
ば
、
吾
人
の
勞
資
協
同 

制
度
は
下
級
の
被
«

«
に
業
務
を
罾
1®
せ
し
む
る
の
欽

局
は
資
本
家
に
し
て
株
主
た
る
*
を
代
表
す
る
者
六
名 

ビ
被
傭
者
に
し
て
株
主
れ
る
者
を
代
表
す
る
翁
六
名
を 

以
て
組
織
せ
ら
る 

>が
ヽ
後
者
は
時
に
事
務
局
を
左
右 

し
賃
銀
し
て
支
挪
は
る
可
き
金
額
を
決
定
し
、
爲
め 

に
他
に
會
社
全
般
の
利
益
に
供
せ
ら
る
、
資
金
を
蠶
食 

す
る
の
弊
を
免
か
れ
すJ

ミ
。
パ

ー

ミ

ン

ガ
ム

收

畜
會 

社
の
代
表
者
は
日
く「

利
益
分
配
制
度
は
全
體
に
於
て 

滿
足
す
る
を
得
べ
し
雛
も
*
倚
ほ
利
益
金
は
普
通
®
 

銀
の
一
部
を
以
て
目
せ
ら
れ
必
ず
し
も
被
傭
者
の
勸
勉 

を
刺
衝
す
る
に
値
せ
ず」

ビ
0
ジ
工
1
ム

ス

ク

ロ

ッ

パ 

丨
製
紙
會
社
の
代
表
者
は
日
く
、「

趴
益
分
配
制
度
は 

ニ
年
前
或
る
部
面
に
於
て
"
全
然
廢
止
し
れ
i

o
蓋
し 

利
益
を
分
配
す
る
は
.#
半
季
な
る
を
以
て
、
被
傭
翁
は 

勸
勉
.に
對
す
る
直
接
の
效
果
を
感
せ
す
し
て
何
^
®/ 

勉
の
念
を
催
ほ
す
^
足
ら
す
、
而
し
て1

方
に
利
益
は 

被
傭
者
の
力
の
及
ば
ざ
る
事
愦
に
侬
て
墦
滅
し
"
產
额 

に
減
少
の
傾
を
生
じ
ft
る
を
以
て
"
出
來
高
賃
銀
を
採

を
以
て
、
滿
足
な
ぅ
^
云
ふ
能
は
中
？
本
會
祉
の
事
務
用
す
る
に

至

れ

マ

J
O 

笫
八
怨

(

ニ
1

0

31

.)

雜
錄
利
益
分
刚
扑
じ
勢
资
協
問
制
度
じ
關
す
る
調
资
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